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平成14年11月広報たまかわ

市
町
村
合
併
住
民

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

去
る
九
月
末
か
ら
十
月
初
め
に

か
け
、
二
十
歳
以
上
を
対
象
に
無

作
為
で
二
千
人
を
拍
出
し
、
市
町

村
合
併
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
(
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
)

回
答
者
数
は
、
千
同
十
九
人
で
、

回
答
率
は
臼
・

4
%
で
し
た
り

質
問
事
項
に
対
す
る
回
答
は
次

の
と
お
り
で
す
。
(
回
答
さ
れ
た

と
お
り
に
集
計
し
て
い
ま
す
の

で
、
合
計
欄
が
回
答
者
数
と
.
致

し
て
い
ま
せ
ん
。
)

ま
た
、
十
月
二
十
日
(
日
)
に
須

釜
公
民
館
、
二
十
一
日
(
月
)
に
就

業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
市
町
村
合
併

に
関
す
る
住
民
座
談
会
を
開
催

し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
の
資

料
を
公
表
し
て
住
民
の
方
々
の
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。第14田

ふくしま駅伝玉川村選手団結団式

関
闘
鰯
鶴
鰯
臨
髄
鶴
鴎
闘
関
瞬
露

関
蹴
醐
閥
闘
関
醐
鶴
璃
髄
鶴
闘
臨
臨

関

関

襲

警

E
F

性別 数 率

男 483 46.20 

女 562 53.80 

1，045 100.00 

年代 率

20代 10.98 

30代 121 11.56 

40代
194-8ι 

18.53 

50j~ 21 20.82 

60代 15.19 

70以上 22.92 

言十 1.047 100.00 

十
一
月
十
七
日
(
日
)
に
開
催
さ

れ
る
第
十
四
回
市
町
村
対
抗
福
島

県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会
を
前
に
、

十
月
て
十
二
日
(
火
)
午
後
六
時
四

十
五
分
か
ら
、
す
ぱ
l
く
玉
川
に

お
い
て
玉
川
村
選
手
団
の
結
団
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
選
手
の
ほ
か
、
村
関
係

者
、
議
会
議
員
、
教
育
委
員
会
関

係
者
、
選
手
の
父
兄
の
方
な
ど
が

出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

選
手
一
人
ひ
と
り
の
紹
介
が
あ

り
、
大
会
本
部
長
の
車
問
村
長
か

ら
溝
井
転
督
へ
団
旗
が
伝
達
さ
れ

た
あ
と
、
車
田
村
長
と
実
行
委
員

長
の
渡
辺
体
育
協
会
長
か
ら
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
引
続
き
西

川
村
議
会
議
長
と
矢
部
教
育
委
員

長
が
激
励
の
こ
と
ば
を
述
べ
、
溝

井
監
督
が
「
一
分
一
秒
を
大
切
に

頑
張
り
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
を
し

ま
し
た
。
最
後
に
選
子
団
を
代
表

し
て
岩
谷
唯
義
主
将
が
「
玉
川
村

の
代
表
と
し
て
精
一
杯
頑
張
り
ま

す
」
と
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

監

醤

溝

井

賢

一

郎

コ

ー

チ

中

村

清

文岩

谷

唯

義

一
一
平
光
俊

菅

野

卓

弥

車
田

田
村

ろ'タ

マ
ネク

ユノ
ヤ

/ 
〆'

知
活支

住民陸談会のようす

全く関lかがない

周辺との合併 数 E事

295 28.23 

反対である

わからない

言十

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

イ〉

選

手

第
一
区

第
二
区

第
一
一
一
区

第
四
区

第
五
区

第
六
区

第
七
区

第
八
区

第
九
区

第
十
区

第
十
一
区

第
十
二
区

第
十
三
区

第
十
四
区

第
十
五
区

第
十
六
区

控
え
選
手

'l ろ，ぞ〉ろ，'l 今'l 'l 'l // rノ
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石

井

伸

樹

塩
田
亜
由
美

須

釜

佳

織

鈴

木

理

佐

関
根
さ
ゆ
り

鈴

木

千

景

八
木
智
恵
美 100.00 

1JJ~サ ピスの広域性と公兵施設の増加など生活の利便I~が必霊と恋うから

行政組織の統合など行政の刻率化や経震の節減が必要と思うから

その他

dt 

11.48 
3.32 

100.00 

38 
11 

331 

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

平
成
十
四
年
度
第
一
一
回
「
よ
い

歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表
彰
式
が

七
月
二
十
六
日
仁
村
保
健
セ
ン
タ

i

で
行
わ
れ
、
次
の
十
名
の
芸
供

た
ち
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

矢吹弘貫くん
JII 辺

(父・弘通)

白旗悠樹くん
JII 辺

(父. lJJ ) 

ん宗形義
IJ¥ 高

(父義幸)

小針彩希ちゃん
中

周辺部になり、サ ビス低下や地元の意見が届かなくなる 264 48.00 

その他 15 3.00 

549 100.00 

石
川
管
内
の
市
町
村

合
併
協
議
会
設
置
請

求
の
審
議
結
果

石
川
町
、
川
村
、
平
岡
村
、

浅
川
町
、
古
殿
町
を
同
一
請
求
関

係
市
町
村
と
す
る
合
併
協
議
会
設

置
請
求
が
署
名
簿
と
と
も
に
、
同

一
請
求
代
表
者
か
ら
九
月
十
八
日

に
提
出
さ
れ
、
各
種
手
続
き
を
経

て
十
月
で
十
五
日
に
臨
時
議
会
が

開
催
さ
れ
、
審
議
の
結
果
反
対
多

数
で
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
管
内
の
状
況
は
石
川
町

で
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
他
の

四
町
村
は
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

(父

4 

松 )11夢奈ちゃん
中
明 弘)(父

ん/

¥

1

ノ

b
J

事

1
寺
紀

力

活

美

一
1
，
山
一
口
・

由

母

一回十小林智哉くん
竜崎

(父・久晃)

関根永梨奈ちゃん
南須釜

(父・和宏)

んやちみゆ士口一塁

あ。(丑須

(父

須田 渉くん
四辻新田

(父一雄)

に
U
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会表じます:三村職員j…栂特別職の給与なぎ
村職員の給与などは、人事院と県人事委員会の観告を墓に、また特別職の報酬などは、石川地方特別職報酬等審議会の審議に塞

づき、村議会の議決を得て条例により麦給されています。この村職員と村特別職の給与や報酬などのあらましについてお知らせし

ます。ここに使用している数値は f地方公務員給告実態調査Jなどを塁にしています。

付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

③
相
続
等
に
必
要
な
戸
籍
証
明
書

の
交
付
が
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

相
続
が
発
生
す
る
と
、
歴
代
の

戸
籍
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
一
戸
籍
簿
を

探
し
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
事

例
に
よ
っ
て
は
一
つ
の
申
請
に
二
、

三
時
間
も
費
や
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
電
算
化
に
よ
り
デ
ー
タ
を

一
括
管
理
す
る
こ
と
で
短
時
間
で

検
索
が
可
能
と
な
り
交
付
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

④
読
み
や
す
く
、
き
れ
い
な
戸
籍

で
の
発
仔

現
在
の
戸
籍
は
改
製
さ
れ
、
読

み
や
す
く
、
き
れ
い
な
一
戸
籍
を
発

行
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

① 
平成13年度決算における歳出額(普通会

計決算)は表 1のとおり41罷1024万5千円

となり、歳出に対し人件費は71意6926万2

干円、その出率は18.7%となっています。

ノ

大木芭邦さん

(南須釜)

吉田和予さん

(中)

人
権
擁
護
委
員
に

大
木
さ
ん
と
吉
閉
さ
ん

こ
の
た
び
、
人
権
擁
護
委
員
に

大
木
古
邦
さ
ん
(
南
須
釜
)
が
再
任

さ
れ
、
ま
た
新
し
く
吉
田
和
子
さ

ん
(
中
)
が
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

任
期
は
十
月
一
日
か
ら
三
年
間

と
な
り
、
皆
さ
ん
か
ら
の
凶
り
ご

と
、
も
め
ご
と
、
悩
み
ご
と
な
ど

の
相
談
窓
口
と
な
り
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守

り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

な
お
、
三
期
に
波
り
貢
献
さ
れ

た
石
井
寅
さ
ん
(
小
高
)
は
任
期

満
了
に
よ
り
退
任
さ
れ
ま
し
た
c

い
閥
、
ご
苦
労
様
で
し
た
c

② 
平成 14年度当初予算における給主主総額

(普通会計予算の一般職員・技能労務職員8

2名)は、表2のとおり 51意1916万1千円

となり、 1人当りの給与費は633万1千円

となっています。一般行政職の平均給料月

額は表3のとおり33万2干円、大学卒と高

校卒の初{壬給は表4のとおりです。表5は

職員を経験年数・学歴別に分け、給料の月

額を表したものです。芯お、表3'"'-'表 6(正

平成14年4月 1日現在です。

※人件費には、特別1誌に受給される給料、幸郎総等を含む

③ 
職員の支絶される諸手当も条例により定

められており、それ以外の手当を支給する

ことは出来ません。手当の主なものは、表

6のとおりです。(期末・勤勉手当について

は平成13年度の支給年額を、その他の手

当については平成13年4月 1日麦給割合

吏給月額を記載しています。)特別職・議員

の報酬については表アのとおりです。

※職員手当には退職手当は含ま広い

国
民
年
金
保
験
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
保
険

料
の
納
め
忘
れ
に
よ
り
大
事
な
年

金
権
が
失
わ
れ
な
い
よ
う
、
電
話

に
よ
る
納
付
の
ご
案
内
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
社
会
保
険
事
務
所

の
「
国
民
年
金
推
進
員
」
が
身
分
証

明
書
を
携
菅
し
て
、
直
接
ご
白
宅

に
お
伺
い
し
、
同
民
年
金
制
度
の

ご
案
内
、
届
出
の
相
談
や
保
険
料

の
納
付
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

保
険
料
の
約
め
忘
れ
が
な
い
よ

う
、
口
座
振
替
の
ご
利
用
が
便
利

で
す
。

福
島
空
港
公
園
緑
の
ス
ポ

ー
ツ
エ
リ
ア
が
オ
ー
ブ
ン

福
島
県
が
空
港
周
辺
に
整
備
を

進
め
て
い
る
福
島
空
港
公
園
の
緑

の
ス
ポ
ー
ツ
エ
リ
ア
内
に
、
多
自

的
広
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
フ
ッ

ト
サ
ル
コ

l
ト
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
施
設
の

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
c

耳
慣
多
目
的
広
場
全
面
高
麗
芝
で

整
備
さ
れ
、
サ
ッ
カ
ー
や
ラ
グ
ビ

ー
な
ど
の
試
合
が
で
き
ま
す
c

耳
慣
フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト
(
ミ
一
一
サ

※経験年数と[志、卒業後室ちに採問cれ引き続き勤務している場合i志、区、問後のf手数者をいいます。

手当

危険・凶離な業務に従事する職員に対して支給する手当。
特殊勤務手51

支給J[i役員の割合17.4% 1人当たり支給月額5胤)011J 税務職地4J織騒

配偶者16.00011J、配偶者J)外の扶養親扶のうち 2人までそれぞれ6.0001'](ただし、扶養親族でない配偶者のある職員の扶養親族
のうち1人は6，500円。配偶者のない職員の扶養親肢のうちI人は1LOOOFIJ)その他l人につき3.0001110扶養親族のうち満16歳年

度初めから満22成年度末までの f1人につき5.000PJ加算。支給職員の割合51.2% 1人当たり支給月額20.8001斗

月稲9.500刊を超える家賃を支払っている場合支給。 20.500円以下は、 9.500FIjを投除した頼。 20.500IT]を超える場合は、 20.500
1可を控除した績の2分の lの額(そのifiが16.000円を超えるときは16，0001'])に11，00011Jを加算した額を支給。 自宅はりVf有に

係る住宅に住LI計:荷主の場合)3.500[11支給。支給職員の掛合45.3% 1人当たり支給月有¥9，500刊

交通機関利用者は51，000門まで全額支給c 超えた場合は、その2分の lの傾にら1.000Plを加えた額c

じ2.200円から43.900円まで3012交1;官。
1人当たり支給月額4，9001可

職員手当の状況

扶養手当

i七

緑のスポーツエリア

6 

(楳)須富川
東部運送

県道玉)11.田村線

整備されたフットサルコート

ツ
力
i

揚
)
人
工
芝
の
全
天
候

型
コ

l
ト
が
二
面

-Zテ
ニ
ス
コ
ー
ト
人
工
芝
の
全

天
候
型
コ

l
ト
が
八
酉

重
利
用
時
間
午
前
九
時

1
午
後

区
寺
一J
H
H
H

軍
使
用
料
金
平
成
十
五
年
一
一
一
月

三
十
一
日
ま
で
無
料
で
す
c

世
施
設
利
用
の
申
込
先
福
島
空

港
公
園
緑
の
ス
ポ
ー
ツ
エ
リ
ア

管
理
事
務
所
ま
で
岱

0
2
4
8

1
1
1
0
0
Q
d
i
l
i
-
-
ーヴ
i

内

h
U
F
O

通勤手当

0.55JJ分

1人当たり文if:月領22.900内

12月期j0.6JJ分6)J tlJj 勤勉子当

時間外手千九

，1 Jt!J求手当 6月期J 1.45月分 12月JtJj 1.55月分 3JJ tfjl 0.55月分
間j末勤勉手オ i

ゴ iI人当たり支給年額期末手当1.283.300FIJ 勤勉手当415.600FI]

U!J' jIi; I支給総額 1.500円l人当たり支給年額129.000円特例
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平成14年11月

・ Dミピ~ @J ~. 
IN 

Js容がむ

広報たまかわ

第1回設立準備委員会開催される

たまかわ版
f総。剤地場勺占田山ク=吋j設立1・向縮ロ量職人小 J フノ語 h..向
総合型地域スポーツクラブは、誰でもが気軽に様々なスポー

ツに親しめる機会在提供し、自的に応じた活動ができるなどの

特徴を持ったクラブスタイルです。

第1口の会議は、地域住民・スポーツ団体・掌校・行政の関

係者が出席し、委員となられる方々に委嘱状が交付されました。

会議では、これまで背志の方々が進めてきた掌習会の内答や

生涯スポーツ振興の村の叡り組みについて説明のあと、今後の

取り組みゃ設立の構想などについて理解を深めましたの

クラブの設立は、現在あるスポ ツ団体の活劃を活性佑し、

スポーツを通して村民のさわや力、なふれあいが期待されます。 玉
川
村表

彰
式

平
成
十
四
年
度
玉
川
村
表
彰

式
は
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、

村
に
寄
付
金
を
寄
せ
ら
れ
た
奥

野
義
章
さ
ん
と
、
パ
ス
二
台
を

寄
贈
さ
れ
た
株
式
会
社
エ
ム
ビ

ー
玉
川
へ
、
感
謝
状
及
び
記
念

品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

平成14年11月広報たまかわ

泉中掌校の第20由学技祭「いずみ祭jは、テーマを

iHEART TO HEART ~山の手をとりあう顕闇J に 19

日 ~21 日に開催され、総合学習の発表、弁論大会、合唱

コンク-)レ、古本市など多彩な催し物が披露されました。

また、須釜中学校の第29白掌校祭「舘出祭jは、[やる

芯ら舎だ {まくらの青香 ........，Its now or never"""'" Jをテ

ーマ(こ19日"'21臼に開催され、多くの人達が訪れて生

徒たちの手作り掌校祭を楽しんでいました。

申学校で学校祭

学
校
生
活
を
公
開

須
釜
小
学
校
で

地
域
公
開
授
業

相
一
釜
小
学
校
で
は
、
子
供
た
ち
の

学
校
生
活
や
成
長
の
姿
を
広
く
地

域
の
人
た
ち
に
見
て
も
ら
お
う
と

地
域
公
開
授
業
を
開
催
し
ま
し
た
。

学
年
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
教
室

や
、
体
育
館
、
音
楽
室
な
ど
で
学

ん
だ
こ
と
や
研
究
の
結
果
を
発
表

し
た
り
、
普
段
の
授
業
の
模
様
を

公
開
し
ま
し
た
。
六
年
生
は
地
区

の
川
の
汚
染
状
況
を
調
べ
た
結
果

を
発
表
し
、
会
場
を
訪
れ
た
保
護

者
ら
の
皆
さ
ん
は
子
供
た
ち
の
発

表
を
見
学
し
、
「
川
を
汚
さ
な
い

よ
う
に
す
る
に
は
何
が
大
事
な
こ
と

で
す
か
」
な
ど
の
質
問
を
し
、
子
供

た
ち
は
「
家
で
よ
ご
れ
た
水
や
泊
な

ど
を
流
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で

す
」
と
答
え
て
い
ま
し
た
。

う
つ
く
し
ま
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
民
ょ
う
交
流
大
会
で

矢
部
声
窓
さ
ん
が
審
査
委
員
長
を
務
め
る

東
京
玉
川
会
の
皆
様

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

川
会
で
は
、
ふ
る

さ

事

業

」

と

し

て

村

社

会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
さ
れ
ま

し
た
。社

会
福
祉
協
議
会
で
は
、
純

毛
布
と
シ
ー
ツ
を
購
入
し
寝
た

き
り
の
方
々
へ
贈
り
ま
し
た
c

贈
ら
れ
た
本
人
や
ご
家
族
か
ら

は
「
い
つ
も
大
変
だ
な
い
」
と

心
か
ら
感
謝
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

矢部声五さん

本
宮
町
で
開
催
さ
れ
た
民
ょ
う

交
流
大
会
で
、
矢
部
声
玄
(
川

辺
・
矢
部
玄
信
)
さ
ん
が
審
査
委

員
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

矢
部
戸
玄
さ
ん
は
福
島
県
民
謡

連
盟
会
長
も
務
め
ら
れ
て
お
り
、

民
謡
を
通
じ
て
、
つ
つ
く
し
ま
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
の
大
会
運
営
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

沖縄の上原さん

村に寄付金を寄せる
沖縄でポー Ijンク揚を経営する上顔清善さん(83歳)が役

場を訪れ、村の施策に役立ててくださいと20万円を寄付さ

れました。

上積さんは、 65歳ころから全毘の市町村をロり寄付活動

を行っており、「人に喜ばれることがしたい、自由に使って

ほしいJと各市町村に一律20万円を寄付しております。

村では草田村長が「ありがとうございます。有効仁使わせ

ていただきますjとお礼の言葉を述べ、感謝状を贈りました。

8 

飛大宮
来 型 富

旅左
害児
機~
が

中
国
東
方
航
空
の
大
型
旅
客

機
工
ア
パ
ス

A

3

4

0
型
機

が
福
島
空
港
に
飛
米
し
ま
し
た

U

エ
ン
ジ
ン
を
四
基
搭
載
し
た
座

席
数
2
8
9
席
の
飛
行
機
で
す
。

通
常
は
、
座
席
数
1
2
2
席

の
A
i
3
1
9
型
機
を
使
用
し

て
い
ま
す
が
、
こ
の
日
は
、
高

交
ト
た
り
彦
主
茂
一
一
丁
合
一
ず
で
答
表
人

1
1
r
t
/し
』
干
、
E
d
-
-
λ
ノ
イ

l
λ
↑一

{

V

4
イ
J
j
J
ノ

ノ

員
が
多
く
な
り
、
機
材
を
変
更

し
て
福
島
空
港
に
飛
来
し
た
も

の
で
す
。

全
国
玉
川
三
町
村

議
会
議
員
が
交
流

埼一
t
県
玉
川
村
、
愛
媛
県
玉
川
町

議
会
議
員
と
当
村
議
会
議
員
と
の
交

流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
交
流
に
は
三

町
村
の
議
会
議
員
と
町
村
長
が
参
加

し
、
村
の
稔
合
運
動
公
爵
や
生
産
物

夜
売
所
を
視
察
す
る
と
と
も
に
お
瓦

い
の
町
村
事
情
の
情
報
交
換
を
し
交

流
を
深
め
ま
し
た
。
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第19田

村民卓球大会

ー占
門
}
山

-保

t立団団副の健康ごよみ
.11月

21日(木)たまかわ健康教室・

午後1B寺30分~

28巴(木)たまかわ鍵康教室

午前10時~

ー試験職種・採用予定人数

・生活相談員…・・・若干名

・事務員・…・・若干名 ・看護師・…..3名程度

・栄養士…・・若干名 ・介護士……17名程壇

画受験資格

1 )全職種共通 掌校教青法による高校を卒業した者。高枝卒業

と同程度の学刀を莞する者又は平成15年3月までに高校卒業

見込みの者。ただし、欠格事I頁に該当しないこと。

2)生活相談員 昭和37年4月28以降の生まれで、社会福祉主

事及び老人福祉臨設で経験3年以上の者。

3)事務員 日E和47i:!=4月2日以降の生まれで、簿記3級以上の

資格を育ずる者。

4)看護帥 昭和37年4月2日以降の生まれで、蓄護師又は準蕎

護師の免許取得者又は取得見込みの者。

5)栄養士 昭和37年4月2日以降の生まれで、管理栄養士及び

栄養士の免許取得者又は叡得見込みの者。

6)介護士 昭和37年4月2日以降の生まれで、介護寵祉士、社

会福祉士、社会詣祉主事、介護麦援専門員、保書士、ヘルパ-2

級以上の諸橋を南する者又は取得見込みの者。

学校教構法による高校以上の掌歴を南する者又は平成15年3

月に高校卒業見込みの者。

場試験の方法 ①第 1次試験・教養試験、小論文試験

②第2次試験・百接試験(第1次試験合格者に通知します。)

種試験の期日平成15年1月12日(日)

場試験の場所石川町総合体喬舘

場受験の申込み 申込用紙は社会福祉法人石川詣祉会事務聞及び、

玉川村、石川町、浅川軒、平田村、古殿町の福祉担当課で交付し

ます。

事受信期間 平成14年12月2日(月)から平成14年12月20日(主)

までに石川福祉会事務局に提出してください。

画題合せ先 社会福祉法人石川福祉会事務局まま0247-26-1123

平成15年度社会福祉法人

石川福祉会職員募集

株式会社の経営者の方ヘ

休眠会社整理のお知らせ
全国の法務局では本年10月から、 5年以上登記をしていない株

式会社について、商法第406条ノ 3の嬬定による休眠会社の整理作

業を行います。

本年10月1日の時点で最後の霊記から5年を経過している株式会

社は、 12月2日(月)までに登記の申請又は「まだ営業を廃止してい

ない」毘の届出をしない眼り解散したものとみなされ、職権で解散

の輩記がされますので、注意が必要です。

ご不明な点は、お近くの法務局までお問い合わせください。

被災者自立宣援金の特例として、対象世帯が一部拡大されました。

被災者の生活再建を支援する「被災者自立支援金Jは、従来、世

帯主が被災していない世帯は宣給対象外でしたが、住家が全壊等し

た世帯の被災時世帯主(主たる生計維持者)であった万を富む平成

12年4月28日時点、の世帯について、吏給対象となりました。

申請期限は、平成15年3日318までです。

週間合せ先 兵庫県生活復興課 ti078-362-4022
県外居住被災者専用相談電話岱0120-78-4133

阪神畢淡路大震災で被災された方ヘ

参加者募集

玉川卓球クラブ(塩漂正勝会長)主催の村民卓球大会が次の

とおり開催されます。ふるってご参加くださいc

1 .日 時 平成14年 12月8日(日)午前98寺~

2.会 場 玉川郵労者体青センター

3.種 自 IJ¥掌笠の部..シンク、jレ

一般の部・・・男女シングルス及びダブルス

村内に居住している方、又は村内に勤務して

いる方

11月28日(木)までに五)11車環クラブ怠長

(1l57-3907)又は村公民館まで

寄付ありがとうございます
下記のJj々 から社会福祉活動資金として寄付をいただきました。

i亨く {Jl!礼申し上げます。 件、f社会福祉協議会)

;ぉ誕生おめでとうございます|
(10月届出分)

保護者名

福男

次

記
・出張釜の小原 i設さんから

・山小屋の石森武ーさんから

・玉JI/Ll/野草会から ')fPl

-小li/Jのj韓共二定ーさんから

・'1"の小針千代子さんから

・岩法寺の大竹健三さんから

・南須釜のi知事重i現きんから

4.参加資情

5.参加申込み

. f呆

-・保

1歳6ヶ月兜鍵診

午後1時~

9"'10ヶ月克鍵診・

午後1時30分~

10日(火)三種混合予防接種

午後12時45分~

17日(火) 三種混合予防接種・・・・.......・・・・1呆

午後1時~

18日(水) 3"'4ヶ月健診

午後1時30分~

保:保健センター 公立:公立岩瀬病院

須公:須釜公民館 就:就業改善センター

須公

一公

個人事業税の納期のお知らせ
今年震の個人事業税の第2期分の納期i立、 12月2日(丹)となっ

ておりますG 県中地方振興局累税部から送付される納付書により、

欝寄の金融機関で納期限までに納めてください。なお、来年以峰、

新たに預金口座から振替納税を希望される方は、県中地方振興局

黒税部まで己、連絡ください。

場爵合せ先 福患県躍中地方掠興局黒税部

岱024-935-1251(課税内容)

岱024-935-1241(口鹿掠替)

ム

日

街
L
V

、V
1

4
イ
i

手己
.itl-. 
iI:::t 

修

仲

出生兜氏名

佐久間

須藤

阿部

大野

大

大平彩

矢吹心哉

地区名

/. / 

北須釜

i二I

。

村のようす
(14i:j:11月1日現在)

1，829戸(十3)

3，764人(+8)

7，591人件5)

3，827人(-3)

飼い犬のしつけ方教室が開催
電話加入権を格安で購入できます

お弓i越しされる際や、インターネット用包線として、ぜひ公売を

ご利陪ください。なお、公売は毎月1回程度行っておりますので、

購入希望の方は下記までご連絡ください。

ー問合せ先 揺阜県県中地方掠興関県税部

岱 024-935-1247

1 .自時(学科)平成14年11月26己(火) 10時~118寺 30分

(実技)278C水) 10時~118寺30分または 13時~14時30分

2.場所石川町勤労蕎少年ホーム

3. 参加者要件 石川郡内にお住まいで犬のしつけに関/1)のある方

4 彊講料無料

5.間合せ・申込み先

ti0248-75-7821 

分

名

子

児

子

人

二

出

主

-

に

届

帯

千

円
才
一
官
健
千
本
健

ハU
U
H』死亡者氏名

須藤房子

溝井重代

小針要祐

浅 J1I 和 代

大竹 IjJJ
小原悦子

塩洋三郎

石森キクノ

地区名

小高

司二I

ι，. . I ~ 

T=i比二:_f

南須釜

山小屋

キす

県 今
月
の
納
税

第

3
期
分

民

税

国
民
健
康
保
隙
税

第

5
期
ハ
刀

-
国

U
M
畠

V
2

〔
納
期
限
は
什
日
お
自
(
用
)
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
】

吉
田
ハ
ツ
子

花
愁
一
短
歌
会
玉
川
支
部
詠
草
結
束
a
g
i
t
a
t
-
-

村
公
民
館

紅
葉
の
競
う
木
木
ら
の
支
の
占
反
け
ゆ
く
か
も
一
一
惜
の
絵
に

さ
る
な
し
俳
句
会
十
月
句
会
詠
草

一
輪
電
車
す
ぎ
て
野
分
の
時
間
帯

老
松
の
し
げ
れ
る
愛
宕
占
の
も
と
し
ず
ま
り
在
す
尊
碍
伎
は

塁走
里

工
事
灯
の
点
滅
つ
づ
く
戒
の
幕

1
1

今、B
T

ー
バ
ム
主

在
り
し
臼
の
母
の
面
影
顕
つ
道
に
追
え
ど
も
つ
か
ず
又
消
え
て
ゆ
く吉

田

杖
晴
れ
や
浜
の
売
り
子
の
胴
間
声

3少、
代

絵
日
記
の
担
い
中
山
う
か
ぶ
杖
夕
焼

若
さ
身
を
仇
に
染
め
つ
つ
亡
命
の
赤
軍
派
は
還
る
臆
面
も
な
く

間12月

6日(金)

6日(重)

一
本
一
木
仏
柁
の
教
え
通
し
つ
つ
翁
は
今
年
も
盆
莫
麓
を
編
む

溝
井
は
な
よ

稲
を
刈
る
あ
ね
さ
ま
破
リ
ほ
つ
れ
染
む

稲
架
片
す
夫
の
鼻
唄
風
に
消
ゆ

真
弓

は
ん

恭
一
れ
柿
や
泣
き
じ
ゃ
く
る
児
の
手
の
迅
み

10 

福島県県中保健詣祉事務所

FAX 0248-75-7825 

'
l
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空き缶やコミの投げ措てはやめましょう

武イニ
由
記

真
知華

仁
美

美
枝

春
患
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簡単レンジ料理に

挑戦してみましょう
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⑮
 

卓禽
ズ
の

」

口

同

一
川
ん

A

命ツ

ー
東
京
都
渋
谷
区

i

小
針
恵
美
っ
す
さ
ん
(
中
)

私
の
ふ
る
さ
と
は
、

東
京
都
の
渋
谷
区
で

す
。
渋
谷
と
い
い
ま
す

と
若
者
の
街
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
ま
す
が
、
忠
比
寿
・
原
宿
・
代
官

山
等
個
性
的
な
街
も
発
展
し
、
大
人

の
ま
ち
と
し
て
の
側
面
も
あ
り
ま

す。
私
の
家
の
近
く
に
は
、
明
治
神
宮
、

代
々
木
公
園
、

N
H
K
な
ど
、
文
化
、

芸
能
、
ス
ポ
ー
ツ
と
楽
し
め
る
場
所

が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も

代
々
木
公
園
は
小
さ
な
頃
か
ら
よ
く

各家庭への普及率も高くなっている{電菩レンジんあたため

専用になっていませんか。

(歪い方次第で料理のレパートリーもひろがり、なにより簡単

にでき、栄養素の損失も少なくてすみます。

是非レンジ料理を一震試してみてください。

f生ざけのレンジ蒸しJ
ー材 料(4人分)一

遊
び
に
行
っ
て
い
た
所
で
、
広
い

敷
地
に
緑
豊
か
な
公
園
は
私
の
お

気
に
入
り
の
場
所
で
し
た
。
ま
た
、

駅
前
に
は
映
詞
に
も
な
っ
た
忠
犬

ハ
チ
公
の
銅
像
が
、
多
く
の
人
々

の
待
ち
合
わ
せ
場
所
と
し
て
今
で

も
代
表
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
、
っ
か
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
坐
す

の
情
報
発
信
地
「
渋
谷
」
、
私
は
大

好
き
で
す
。

広
報
た
ま
か
わ
私
の
ふ
る
さ
と
コ
ー

ナ
ー
に
登
場
し
て
い
な
い
村
外
の
出
男

蓄
を
と
奇
知
の
万
が
間
り
ま
し
た
ら
、

玉
川
村
総
務
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

(
岱
幻

1
4
6
2
1
)

1/21田

20g 

適量

少々

一作 り方一

①玉ねぎ~うす切り ピーマン~たねを取りせん切り

しいたけ~石づきを取りせん切り レモン~輪切り

②大きい田に笠さけを並べ、塩、こしょう、酒をふり、1O~15分

おく。

③②に①の野菜をきれいに盛り、軽く境、こしょうをふり、一番

上にレモンを並べバターを小さく切り分け並べる。

告ゆにラップをかけ5~6ヶ所楊与で穴をあける。

⑤電菩レンジに入れ8~10分蒸す。

ーレモン

・/'¥ター

・:tffrl、こしょう

・酒

4切れ

中 11自
31箇

41自

-生さけ

・玉ねぎ

・ピーマン

・しいたけ

品;
心に残る我がふるさと

f我が故郷は大発展j

I奇玉黒三郷市

育費隆夫さん

(高須釜出曳南龍隆章さんの叔父)

初
冬
の
季
節
と
な
り
、
朝
晩
は

大
分
冷
え
込
む
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
玉
川
村
の
皆
様
ま
た
東
京
玉

川
会
の
皆
様
、
お
元
気
で
お
退
ご

し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
私
も
上

京
し
て
五
十
年
、
今
は
老
人
と
一
一
一
日

わ
れ
る
年
齢
に
な
り
ま
し
た
。

帰
省
の
度
に
変
わ
る
道
路
網
、

先
日
帰
省
し
た
時
、
矢
吹
か
ら
あ

ぶ
く
ま
高
原
道
路
を
通
り
ま
し
た
。

信
号
は
一
つ
も
な
く
、
ど
こ
か
知

ら
な
い
国
の
道
を
走
っ
て
い
る
よ

う
な
風
景
で
し
た
。

当
時
ま
だ
工
事
中
だ
っ
た
吉
地

区
の
変
貌
ぶ
り
を
見
て
び
っ
く
り
、

昔
の
面
影
は
無
く
何
か
淋
し
い
よ

う
な
感
じ
も
し
ま
し
た
が
、
で
も

発
展
す
る
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
こ

と
で
、
玉
川
村
に
空
港
が
で
き
て

か
ら
は
大
き
く
変
わ
り
、
あ
ぶ
く

ま
高
原
道
路
も
小
野
町
ま
で
通
じ

る
よ
う
で
玉
川
村
は
ま
だ
ま
だ
発

展
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

私
が
上
京
し
た
時
は
須
釜
村
で

し
た
が
今
で
は
玉
川
村
に
変
わ
り
、

人
び
と
の
生
活
も
大
き
く
変
わ
り

龍
を
背
負
っ
て
歩
い
て
い
る
人
に

は
出
合
い
ま
せ
ん
。
田
ん
ぼ
に
行

く
に
も
焔
に
行
く
に
も
車
で
、
今

は
一
家
に
二
台
三
台
は
当
り
前
で

私
達
が
子
供
の
頃
は
パ
ス
が
通
る

ぐ
ら
い
で
し
た
。
故
郷
に
帰
っ
て

も
故
郷
と
い
う
感
じ
が
薄
れ
る
よ

う
な
思
い
で
す
。
こ
れ
も
時
代
の

流
れ
で
し
ょ
う
。

又
、
近
い
う
ぢ
に
市
町
村
合
併

が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
ど
ん
な
町

名
や
村
名
に
な
る
の
か
、
玉
川
村

と
い
う
村
名
が
ど
う
変
わ
る
の
か
、

不
安
と
寂
し
さ
を
感
じ
て
お
り
ま

す。
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
玉
川
村

の
皆
様
、
東
京
玉
川
会
の
皆
様
方

の
ご
健
康
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す。
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